
予算要求資料
令和２年度当初予算　　支出科目　款：警察費　項：警察管理費　目：警察施設費　　　
	事業名　交番等建設費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　警察本部　総務室　装備施設課　電話番号：058-271-2424（内2262）

　　　　　　　E-mail：c18873@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　        　　　  450,290千円（前年度予算額：340,277千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産
収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	340,277
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	247,900
	92,377

	要求額
	450,290
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	330,800
	119,490

	決定額
	319,717
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	235,900
	83,817


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　　施設の機能不足（相談室、外来者トイレ、女性仮眠室、女性トイレ）、敷地不足や位置不適、建物の老朽化等により、早期に建替えが求められていた交番や駐在所について改築整備を行う。

（２）事業内容

　　　・　領下交番の改築（岐阜南警察署管内）
　　　・　七郷交番の改築（岐阜北警察署管内）

　　　・　鵜沼西交番の改築（各務原警察署管内）
　　　・　駄知交番の設計委託（多治見警察署管内）

　　　・　大和警察官駐在所の改築（郡上警察署管内）

　　　・　武芸川警察官駐在所の改築（関警察署管内）
　　　・　鶴里警察官駐在所の設計委託（多治見警察署管内）
　　　・　神坂警察官駐在所の設計委託（中津川警察署管内）

　　　・　明智警察官駐在所の改築（恵那警察署管内）
　　　・　丹生川警察官駐在所の改築（高山警察署管内）
　　　・　荘川警察官駐在所の設計委託（高山警察署管内）
　　　・　本巣交番旧庁舎の解体（北方警察署管内）
　　　・　瑞浪交番旧庁舎の解体（多治見警察署管内）
　　　・　茂住警察官駐在所の解体（飛警察署管内）

（３）県負担・補助率の考え方

　　　機能不備や老朽化等に伴う地域の安全を守る交番や駐在所の改築事業で
あり、県負担は妥当である。
（４）類似事業の有無
　　　無し
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	需用費
	6,527
	建設事務費、新交番等に必要な事務用品の購入

	役務費
	494
	建築確認手数料、浄化槽最終清掃手数料

	委託料
	62,922
	工事設計委託料、工事監理委託料、地盤調査委託料

	工事請負費
	376,225
	建設工事費

	その他
	4,122
	仮事務所庁舎借上げ、新交番等に必要な事務用備品の購入

	合計
	450,290
	


	　決定額の考え方　

　領下交番、明智駐在所、丹生川駐在所、武芸川駐在所、大和駐在所、
駄知交番（設計）、鶴里駐在所（設計）、荘川駐在所（設計）、
本巣交番（解体）、瑞浪交番（解体）、茂住駐在所（解体）　を計上します。



事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　管内情勢や施設を取り巻く環境変化に伴い、施設に求められるニーズに対応できず、機能不備により地域住民の利便性や建物の老朽化により執務環境が著しく低下した交番や駐在所について計画的に整備する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業

開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	
	　
（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	交番・駐在所等の改築整備の事業であり、目標値や指標の設定は困難である。


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　大垣駅北交番（大垣警察署）、本巣交番（北方警察署）、瑞浪交番（多治見警察署）、坂内警察官駐在所（揖斐警察署）、上宝警察官駐在所（高山警察署）、岐阜北警察署待機宿舎の建替えを行っている。
　また、明智警察官駐在所（恵那警察署）、丹生川警察官駐在所（高山警察署）の建替えに先立って設計委託を実施した。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　新たな交番では、バリアフリー設計や相談コーナー、客だまりスペース設置などの機能アップを行い、地域住民が利用しやすい施設とする。

駐在所についても、機能不備の問題解消を図るため、機能アップ等を行っている。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

　○

	施設を取り巻く様々な環境の変化に伴う機能不足や老朽化により地域住民及び勤務員の利便性が著しく低下している交番・駐在所が多数存在しており、建替えが求められている交番・駐在所を計画的に整備していく必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	地域に必要とされる現有の交番・駐在所の更新整備であり、有効性は高い。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

○

	地域事情に合わせて県民の求める必要な機能を確保するため、効率的な設計を行っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　県内には221か所の交番・駐在所があり、その改築整備にあっては総合的な検討を行い、計画的に進めていかなくてはならない。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　建築年次、施設を取り巻く著しい環境変化による位置不適や著しい老朽破損、財政負担の平準化などについて総合的に検討を行い、整備計画を策定し計画的な改築を行っていく。


（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	【　　課】

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	


